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1．はじめに
　最近のシステム開発の現場において納期が短
縮化される傾向にある中で、我々は Web アプリ
ケーションの開発を容易にするために、対象分
野を特化して自動生成するソースコードを増や
す方法[1]や、業務の専門家主導で開発できるよ
うなビジュアルツール･スクリプト言語を提供す
る方法[2]を研究してきたが、本論文では新たに、
特定の応用分野に限定しないでシステムエンジ
ニアの生産効率を向上させる自動生成技法につ
いて述べる。

2．自動生成システム
　本論文の自動生成システムは、Java 言語を用
いた Web アプリケーションを対象とするととも
に、JSPファイルについては Webデザイナに依頼
するものなので、本自動生成システムの対象外
とした。また、自動生成システムの利用者は実
際にシステムの開発を担当するエンジニアとす
る。
　次章で細かく述べていくが、全体としての自
動生成システムは以下の図 1 に示すようなもの
となる。

図 1 自動生成システムの全体図

3．本自動生成システムの実現方法
3.1 フレームワークの利用
　アプリケーションのソースコードを自動生成
するためには、ソースコードの固定部分を増や
すことが有用である[3]。そこで、自動生成対象
のアプリケーションに Struts･Hibernate の 2つ
のフレームワークを利用することにした。
Struts は、MVC モデルを採用した Web アプリケ
ーションフレームワークであり、Web アプリケ
ーションに共通する部分を設定ファイルに記述
して利用する。Hibernate は、O/R マッピングフ
レームワークであり、データベースと DTO のマ
ッピングやデータベースへの接続等を設定ファ
イルに記述して利用する。これらのフレームワ

ーク関連の設定ファイルにより、ソースコード
の固定部分を増やすことができる。
　本システムが自動生成するアプリケーション
のシステム構成を図 2に示す。 
ActionServlet(Struts)がブラウザからの要求を
受け取り、設定ファイル(Struts)に従って、
Action(Struts)を呼び出す。その際にフォーム
から送信されたデータがあれば、それらを指定
された ActionForm(Struts)に保存してから呼び
出す。Action は Model や Daoと共にビジネスロ
ジックを実行し、ページの遷移先を指定する。
なお、データベースへのアクセスは、設定ファ
イル(Hibernate)と、DTO(Hibernate)により行わ
れる。その結果を受けて、ActionServlet はブ
ラウザに応答を返す。

図 2　生成されるアプリケーションの構成

3.2 設定ファイルの自動生成
　設定ファイルについては、エンジニアがシス
テム側で用意した Excel のワークシートに設計
情報を記入し、Excel VBA が設定ファイルに変
換する方式とした。具体的には、Excel のワー
クシートは、設計者に分かりやすいように、設
定ファイルや設定項目群によって分けたものを
用意するので、エンジニアはワークシートの指
示に従って設計情報を記述するだけでよい。
　Excel ワークシートの例として、Hibernate の
設定ファイル用のものを図 3に示す。

図 3　Excel ワークシートの例
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　例えば、左端の設定項目名の最初にある
「JDBC ドライバの場所」の左側にある設定値の
項 目 の セ ル へ 、 ド ラ イ バ の パ ス で あ る
「org.postgresql.Driver」を記述すればよい。

3.3 データベースの自動構築
　データベースは、Hibernate の設定ファイル
を作成するための Excel ワークシートの情報を
利用して構築する。
　まず Excel VBA が新しくデータベースを構築
するための VBScript ファイルを生成し、それを
WSH で呼び出して実行させることにより新しい
データベースを自動構築し、その次にその構築
されたデータベースに対して、テーブルを定義
する SQL文を発行することによって、設定ファ
イルにあるテーブルを自動定義する。

3.4ビジネスロジックの自動構築
　データベースのレコードとのマッピングを行
う DTOクラスは、Hibernate の設定ファイルを自
動生成するための Excel ワークシートの情報を
元に自動生成し、コンパイルする。
　アルゴリズムについては、システム内部の処
理単位ごとの Action クラスに分けて考える。そ
れぞれの Action クラスの記述方法として XML 形
式で記述する DSLを採用する。DSLは XSLT によ
り解釈し、ソースコードを自動生成し、コンパ
イルする方式とした[6]。この方式により、個々
のビジネスロジックが 1つの Action として表現
され、1つの XMLファイルに対応するため、保守
も容易になると考えられる。
　本研究では分岐や繰り返し、データベース操
作などの処理ごとに XMLタグを持たせるととも
に、その子タグとして必要な情報を持たせるよ
うにした。それにより、エンジニアは、行わせ
たい処理を実現する手順を理解してさえいれば、
言語仕様を知らなくても記述ミスのないソース
コードを自動生成をすることができる。

4.　食品管理システムへの適用実験
4.1 実験の目的と方法
　食品管理システムを例題にとり、本システム
によって各種ファイルのそれぞれが実際に自動
生成されることを確認する。また、実行時にお
ける性能を評価する。
　手作業によって食品管理システムを作成して
おき、それと本システムが自動生成する食品管
理システムを比較する手法で実験を行う。

4.2食品管理システムの概要
　食品管理システムは、データベースに登録さ
れたユーザが、予めデータベースに登録されて
ある食品を後払い方式で購入したり、データベ
ースに保存された自身の購入履歴を見ることが
できるシステムである。食品管理担当者は、デ
ータベースへ食品を追加したり、システムによ
って纏められたユーザの購入履歴をもとに、各
ユーザに購入料金を請求することができる。

4.3 実験結果
　本システムにより、正しく設定ファイルや
DTO クラスファイル、Action クラスファイルの
自動生成や、データベースの自動構築ができる
ことを確認した。さらに、生成されたファイル

群を適切な位置に配置し、問題なくシステムが
動作することを確認した。
　自動生成の実行時間は 1分未満であった。(対
話形式で DSLを記述する部分を除く)
　
5．本自動生成システムの評価
　開発工数に関しては、システム開発において
実際の製作工程(コーディング･単体テスト部分)
にかけられる時間は全工程の約 1/3 となってい
るが[4]、前節の適用実験でも明らかになったよ
うに、本自動生成システムを活用することによ
って開発期間を大幅に短縮できることになる。
　開発コストに関しては、本自動生成システム
に入力として与える設計情報を記述したワーク
シートは、そのまま印刷して設計書の一部とし
て利用することが可能である。また、用いられ
ている技術は、Excel や Struts など、一般によ
く知られている。さらに、ビジネスロジックの
生成には対話型システムを採用したため、複雑
な操作方法を学習する必要もない。ゆえに導入
にあたってかかる教育コストや設計コストは少
ないと言える。
　ただし、現時点では、データベースとして用
いている Postgre SQLを別の製品に切り替えた
いといった場合に本システムの手直しが必要と
なるなどの課題があり、さらなる研究が必要で
ある。

6．おわりに
　本自動生成システムを適用することにより、
利用技術は限られるものの、特定の応用分野を
限定することなくシステム開発におけるコーデ
ィング時間を削減することが可能になり、より
効率良くシステムの開発を行うことができるよ
うになったと言える。
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